
 

             

 

【教材・教具名】  

言葉で伝えよう 

【教科・領域】 

自立活動 

【教材の使用材料】 

ラミネートフィルム 

コピー用紙 

 

 

 

 

 

 

【購入場所】 

ホームセンター 

【ねらい】 

いろいろな感情があることを知る。 

自分の気持ちを言葉にして伝える。 

〇使用方法 

 ・手本を見て、イラストにあった文字カードを対応させる。 

 ・イラストを見ながら、文字カードを読む。 

 ・表情のまねをする。 

 ・課題を終えたら、そのときの気持ちをイラストの中から選び、教師に伝える。 

  

 ・気持ちが不安定になったときに、その気持ちを教師が代弁する。 

 ・教師の言葉を模倣し、気持ちを言葉で伝える経験を増やす。 

 

〇工夫した所 

 ・始めは、手本を見て文字カードを対応させる。 

 ・見本を外す、イラストの位置を変えるなど、徐々に自分で気持ちの言葉を選択できる

ようにしていく。 

 

〇効果 

 ・物にぶつかったときに急に怒り出してしまうが、「ぶつけて痛いね」などと気持ちを

代弁してから、まねして「痛い」と言葉で表現する練習をした。 

 ・大きな声を出し始めたときに、自分から「怒っている」「痛い」と言う姿が見られた。 

○参考文献・ＵＲＬ 

「ドロップレットプロジェクト シンボル」http://droplet.ddo.jp/drops/ 
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